
⼥性農業者のための経営発展支援セミナー

日程 テーマ 研修内容・目的等

１
日
目

令和4年
８月３日
（水）

10:00〜15:00

ガイダンス 研修の概要／自己紹介

マインド醸成 活躍する⼥性農業者の事例紹介から、経営マインドを学びます

経営管理・目標設定 現状の課題の整理や将来ビジョンを設定します

２
日
目

８月17日
（水）

10:00〜15:00

財務管理（農業簿記） 簿記の数字の⾒⽅や経理・財務の⼿法、農地税制を学びます

マーケティング① 販売のPR⼿法、InstagramなどSNSの活用⽅法を学びます

マーケティング② ワークショップ（どう売っていくかを実践を交えて学びます）

３
日
目

８月31日
（水）

10:00〜15:00

⽣産管理 労働⼒や効率的な⽣産管理など計画的な⽣産について学びます

営農計画の作成演習
①〜④

５年後の営農計画の作成演習（４回シリーズ）
研修で学んだことを踏まえて、これから５年後までの
営農ビジョンと計画を作成します４

日
目

９月14日
（水）

10:00〜15:00 プレゼンテーション 作成した営農計画を発表して、意⾒交換を⾏います

申込締切日︓令和４年７⽉20日（⽔）申込締切日︓令和４年７⽉20日（⽔）

定 員 ︓20名程度（申込者多数の場合は抽選）定 員 ︓20名程度（申込者多数の場合は抽選）
受 講 料 ︓無料受 講 料 ︓無料

受講資格︓県内に在住・就農している概ね50歳までの⼥性農業者のうち、
次のいずれかに当てはまる⽅（定員を超えない場合は50歳以上の受講も可）

受講資格︓県内に在住・就農している概ね50歳までの⼥性農業者のうち、
次のいずれかに当てはまる⽅（定員を超えない場合は50歳以上の受講も可）

万国橋会議センター
（横浜市中区海岸通４－23）
◆みなとみらい線「⾺⾞道」駅６番出⼝から徒歩４分
◆市営地下鉄「桜⽊町」駅から徒歩10分

万国橋会議センター
（横浜市中区海岸通４－23）
◆みなとみらい線「⾺⾞道」駅６番出⼝から徒歩４分
◆市営地下鉄「桜⽊町」駅から徒歩10分

⽀援制度︓修了者は、研修中に作成する計画を実現させるための取組について補助率1/3以内（最⼤20万円）
の補助⾦を申請することができます。
（※ただし、雇用就農者の場合は、経営体の経営⽅針の決定に関わることのできる⽅のみとします）

⽀援制度︓修了者は、研修中に作成する計画を実現させるための取組について補助率1/3以内（最⼤20万円）
の補助⾦を申請することができます。
（※ただし、雇用就農者の場合は、経営体の経営⽅針の決定に関わることのできる⽅のみとします）

◆ 自ら経営発展を目指す農業経営者
◆ 家族が主に農業経営を⾏っており、今後、経営参画を目指す⽅
◆ 将来、農業法⼈経営⼜は独⽴自営を目指す雇用就農者

◆ 自ら経営発展を目指す農業経営者
◆ 家族が主に農業経営を⾏っており、今後、経営参画を目指す⽅
◆ 将来、農業法⼈経営⼜は独⽴自営を目指す雇用就農者

神奈川県 農業振興課 普及ｸﾞﾙｰﾌﾟ
電 話︓045-210-4446
ﾌｧｸｼﾐﾘ︓045-210-8851
郵送先︓〒231-8588

横浜市中区日本⼤通1
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横浜市中区日本⼤通1

令和４年度 第１回

申込方法︓次のいずれかの⽅法でお申込みください。
①郵送 ②ファクシミリ
③e-kanagawa電⼦申請（二次元コードからアクセス）

申込方法︓次のいずれかの⽅法でお申込みください。
①郵送 ②ファクシミリ
③e-kanagawa電⼦申請（二次元コードからアクセス）

《申込フォーム》《申込フォーム》

【前回の修了⽣の声】
◇ ⻑期ビジョンを描く重要性を知り、まずは現状把握をすべきと、⾃分のやるべきことが明確化できました。
◇ ゆっくり経営について考える時間を持てたのでよかった。
◇ 向上⼼のある⽅たちが多く、刺激になりました。



 

（様式第１号） 

令和４年度 第１回 かながわなでしこ farmers’college 研修受講申込書 

申込日：令和   年  月  日  

 

〇経営の概要 

◎ 記載いただいた個人情報は、かながわなでしこfarmers研修事業の運営目的以外には使用しません。 

◎ 研修受講時の写真等を県 HP で掲載する場合があります。 

◎ 定員を超えた際は、抽選により受講者を決定します。 

ふりがな            
生年 

月日 

年  月  日 

(満    歳) 申込者                 

住 所 

〒 

 

連絡先 

※携帯電話とﾒｰﾙｱﾄﾞ

ﾚｽは必ず記入 

携帯電話  ：（    ）     ―     

電話（自宅）：（    ）     ―     

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：             ＠  

就農形態 

あてはまる 1つに○をつけてください。 

実家が農家の方  （ 新規学卒 ・ Ｕターン ） 

実家が農家以外の方（ 新規参入 ・ 雇用就農 ・ 結婚就農  ） 

経営部門 

主な経営部門 1つに○をつけてください。 

稲作 ・ 露地野菜 ・ 施設野菜 ・ 落葉果樹 ・ 常緑果樹 

 露地花き ・ 施設花き ・ 植木 ・ 養鶏 ・ 養豚 ・ 酪農  

肉用牛 ・ その他（       ） 

栽培品目  

経営規模 
●就農地の市町村名：        

●経営規模：     a（頭） 

就農状況 
●就農時期：西暦    年    月頃   

●農業従事日数：年間    日程度 

作成した就農計画 

 あてはまる 1つに○をつけてください。 

・青年等就農計画  ・その他（                  ） 

・作成したことがない 

・現状の経営の課題 

・研修で学びたいこと 

 

 

 

 


